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・本校は若手教員が多く、学級によって授業の進め方、考え方にかなり違いがある。教務主

任として子供たちがよりよい学びができるような研修を行っていく必要があると感じた。 

・教務主任として、研究主任と連携しながら、学び合いを深める環境づくり（人間関係づく

り）と授業づくりを中心にしっかりとした方向性を示していきたいと思った。 

・本日聞いた各校（拠点校）での取組の中でよいと思われることを伝え、学び合いを意識で

きるようにしたいと考えた。また、ポイントをしぼった質問紙分析の仕方に関する講話は

新鮮であり、今後、自校でも質問紙分析を踏まえた研修を行い、効果的に活用したい。 

・PDCA サイクルを説明するときに出された実践例はどれも大変参考になった。また、各拠

点校の成果物を HP からダウンロードできることも教えていただいたので、早速明日から

活用し、学力向上に役立てていきたいと思う。 

 

 

                                 平成 28 年６月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の教育総合センター主催の研修会がいよいよ始まりました。    

「学力向上研修会」には、市内小中学校の教務主任 20 名が参加し

ました。講師の先生方からは、平成 27 年度全国学力・学習状況調査

結果や拠点校の学力向上への取組を「学び合う授業づくり」の視点か

ら、具体的にお話をしていただきました。 

また、今年度、新たに加えられた児童生徒質問紙、学校質問紙の内

容や趣旨、活用の仕方等についても懇切に教えていただきました。      

以下、参加者の感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 児童生徒や学級の状態をより客観的に把握するために、 

教師の見立てや生活ノート等の活用、教職員間の情報共有 

だけでなく、一つのツールとしてＱ－Ｕ調査を実施し活用 

することが有効です。 

 今回の研修会では「学級集団づくりにＱ－Ｕ調査活用を 

推進する理由」「Ｑ－Ｕ調査の分析の仕方」等について研 

修し、最後にはサンプル事例を基に、グループに分かれて 

活用方法を話し合いました。 

・これまでもＱ－Ｕ調査をしてきたが、十分に生かせていなかった。    

結果の分析→対策→振り返り等が不十分であった。今年度もＱ－Ｕ 

調査と学級力アンケートに取り組むので、研修会等を通して学級づ 

くりに生かしていきたい。                         

・グループでは、例を参考に課題やアプローチの仕方を考えることで、 

 さらにＱ－Ｕ調査を活用していけることが分かった。 

・Ｑ－Ｕ調査の結果をもう一度見直し、一人一人、そして集団に合ったアプローチを考えたいと

思った。低い評価の部分だけでなく、子供がよい評価をしている部分も把握し、関わりたいと

思った。 

 

 

 

 

2８年度 氷見市教育総合センターだより 第２報 

学力向上研修会 

演題  「学び合う授業づくり ～拠点校の取組から～」      ５月１７日実施 

講師  富山県総合教育センター学力向上推進チーム 主任研究主事 上田  靖 先生 

                         研究主事   横野 誉子 先生 

 

第１回生徒指導研修会 

演題  Ｑ－Ｕ調査を活用した学級集団づくり            ６月２日実施 

講師  氷見市教育総合センター 所長 光安 淳子 先生 

＜学級の状態に応じたアプローチ＞ 

◆対応のポイント 

 ・リレーション（つながり）の育成 

「認められている」という思い 

 ・ルールの確立 

  「嫌なことはされていない」という

安心感       
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平成 26・27 年度学力向上市町村教育委員会プラン研究委託事業拠点校の取組から 

関わり合いながら、考えをつくり上げていく学習活動の工夫 

～算数科の学習を通して～ 

氷見市立十二町小学校 

 

１ 主な研究内容 ～考えを練り上げる３つの話合いの場の工夫～ 

 

(1)  よりよい考えをつくり上げていく児童の姿の具体化 

   ４つに類型化した練り上げの場と児童に身に付けさせたい５つの考え方の視点を基に「練

り上げの場における授業構想図」を作成した。教師は、これを手がかりに学習のねらいに応

じた学習過程の工夫や発問の吟味、学習時における児童の思考の流れの見取りに努めた。 

 

 

 

【練り上げの場の４つの類型】 

・みんないいね型 ・どれがいいかな型 

・きまり発見型  ・どっちかな型 

 

 

 

【考え方の視点】 

※下表「『いちにだよ』でよりよい考え 

をつくりあげよう」参照 

(2)  児童の思考の流れの可視化や話合いの焦点化 

   話合いの場では、互いの考え方で関わり合うことが    

できるように、児童の考えをホワイトボードや学習シ    

ート上に半具体物や図、言葉、式等を用いて可視化し    

た。児童の発表に利用するだけでなく、授業のねらい    

に応じて焦点化した話合いがなされるように教師が板    

書に活用した。 

(3) 「考え方の型」の活用              〈児童の思考の可視化と板書への活用〉 

   児童がよりよい考えをつくり上げる際のアイ      

テムとして、前述の「練り上げの場における授    

業構想図」を基に、「『いちにだよ』でよりよ    

い考えをつくり上げよう」を作成した。児童の    

ノートに貼付するとともに、教室前面にも掲示    

し、日常的に活用できるようにした。「いちに    

だよ」を共通の符号として、考えを書く場や話    

合いの場で用い、自分の考え方の広がりや深ま    

りを実感したり、「次は、『い』の考え方をし    

てみよう」など、積極的に考える力を伸ばそう    

としたりすることができるようにした。 

 

 

２ 今後に向けて 

・児童の自己評価結果のグラフを見ると、「友達    

との話合い活動等で自分の考えを深めたり広     

げたりできたと思う」児童が、32％から 50％に    

まで増えた。今後は、児童がより主体的に考え    

を深めたり広げたりしていくことができるよう    

に、児童の問題意識や思考の流れを大切にした    

学習過程の在り方について研修を深めていく。 

・授業で学んだ学習内容や考    

え方が確かな力として児童    

に身に付くように、右図の     

ように授業と家庭学習、算    

数会、個別学習等と連動し    

た取組を継続して進めてい    

く。 

 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり広げたりすることができている 

〈考え方の５つのアイテム「いちにだよ」〉 
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そう思う どちらかといえば思う

どちらかといえば思わない 思わない

(３年～５年)

(４年～６年)

(４年～６年)
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今年度の小中連携教育について 

 氷見市の基本方針 

「９年間の学びをつなぐ・支援をつなぐ」を基本理念として、 

校区の実情に応じた小中連携教育を推進する。 

  ○ 小中学校間の段差を軽減し、円滑な接続を図る。 

○ 系統的、継続的に学びや支援を積み重ね、健全な育成を図る。 

○ 教職員の指導力向上と、児童生徒の学力向上を図る。      （英語の授業体験） 

全校区で計画されている事項                        

 組織・計画について 学習指導について 生徒指導について 

南

部

中

校

区 

・校区３校校長会、教頭会 

・推進委員会及び３部会運 

営委員会 

・部会協議会（各校全教員） 

（学習指導部会、生徒指導 

部会、家庭・地域連携部 

会） 

・小学校への乗り入れ授業（外国語活動）と協議会 

・兼務の授業（音楽科） 

・授業参観 

・「学習指導・生活指導上の連携表」見直し 

・公開授業（互見授業）参観 

・歯と口の健康教室 

 

・児童生徒の情報交換 

・ゼロメディア運動 

・小中合同挨拶運動 

・ハートフル活動 

・祇園祭後早朝清掃 

・小中合同標語募集 

・小中連絡会 

北

部

中

校

区 

・毎月の小中連携会議（教 

頭） 

・生徒指導主事会議（学習 

上、生活上の問題につい 

て） 

 

・５月体育科教員による陸上指導 

・小学校への乗り入れ授業 

・授業参観 

・10 月音楽科教員による合唱・器楽指導 

・12 月入学説明会での「学習の手引」配布と中学校授業体験 

・３月春休み６年共通課題の配布 

・５月小中連絡会 

・家庭学習週間 

・挨拶運動 

・３月個別連絡会 

・小中連絡会 

西

部

中

校

区 

・小中連携推進委員会（教 

頭） 

・小中連絡会議（教務主任） 

・生徒指導情報交換会（生 

徒指導主事、養護教諭） 

・５月体育科教員による、３小学校高学年対象陸上指導 

・授業参観 

・西部中学校互見授業週間 

・10 月音楽科教員による合唱・器楽指導 

・12 月入学説明会での中学校授業体験 

・理科教員による３小学校６年生対象理科実験授業体験 

・「小学校のまとめ」の実施 

・５月小中連絡会 

・家庭学習強化週間 

・さわやかあいさつ運動 

・小中連携ふるさと美化 

活動 

・小中連絡会 

・ブラスバンド部演奏活動 

十

三

中

校

区 

・小中連携推進委員会 

（学習面、生活面の情報交 

換）（新入生テストや全 

国学力・学習状況調査の 

結果等） 

・授業参観と協議会 

・家庭学習週間（時間確保とアウトメディア） 

・英語科教員による、乗り入れ TT 外国語活動授業 

・入学説明会での授業参観 

・家庭学習週間 

・資源回収 

・さわやか運動（挨拶運 

動と校区清掃） 

・きずなの森整備活動 

・小中連絡会 

灘

浦

中

校

区 

・４月推進委員会（校長） 

・５月連絡会議（教頭、教 

務主任） 

・９月連絡会議（教務主任、 

生徒指導主事、研究主 

任） 

・２月推進委員会（校長、 

教頭、教務主任） 

・音楽科教員による、６年乗り入れ TT 音楽科授業（毎週木 

曜日） 

・授業参観 

・灘浦中学校互見授業週間 

・理科教員による、６年乗り入れ TT 理科授業と協議会 

・英語科教員による、６年乗り入れ TT 外国語活動授業 

・入学説明会（北部中） 

・小中情報交換会 

・学習及び生活のきまり 

に関する系統表の作成 

・灘浦クリーン作戦 

・虻が島清掃 

・挨拶運動 

・小中連絡会（北部中） 

西

條

中

校

区 

・推進委員会（教頭） 

・連携実務者会議（教務） 

（９年間を見通した学習 

規律、生徒指導の連携） 

・５月体育科教員による窪小陸上乗り入れ TT 授業 

・授業参観 

・小学校への乗り入れ授業（音楽科） 

・入学説明会での中学校授業体験 

・西條中教頭の乗り入れ授業（中学校生活への心構え） 

・挨拶運動 

・家庭学習週間 

・小中連絡会 

・小中合同ケース会議 
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本年度の夏季休業中における研修を下記のように計画しました。本年度は、「理論に基づいた

実践的指導力の向上」をテーマに、今日的な教育課題を踏まえた研修会を企画しました。 

研修会申込みは、電子データ（5/24 送付済）にて、7月 12 日（火）までに、氷見市総合教育セ

ンターへ提出くださるようお願いします。 

研 修 会 名・内 容・講 師  等 実 施 日 等 対 象 者・備 考 

 
１ 
 
 

 仲間に学ぶ研修会 
 講師 氷見市立比美乃江小学校 教諭 大菱池 仁子先生 
    氷見市立西條中学校   教諭 粟 原 千恵先生 
 内容 教育カウンセリング、特別支援教育 

7月27日（水） 
13:30～16:45 
教文４階ホール 
 

・20～30代教員 
・希望者 
 
 

 
２ 
 

 道徳教育研修会 
 講師 金沢工業大学 教授 白木 みどり 先生 
 演題  「『特別の教科 道徳』理論と実践（案）」 

8月 3日（水） 
13:30～15:30 
教文４階ホール 

・各校1/4程度の教員 
 (道徳教育推進教師を含む) 
 

 
３ 
 
 

 第２回幼保小接続研修会 8月 4日（木） 
 9:00～16:45 
上伊勢保育園 
阿尾保育園 

・小1学年担任 
・希望者 
 
※子育て支援課と連携開催 

 講師 上越教育大学 
 講師 北海道教育大学 

教授 瀬戸  健  先生 
教授 阿部 美穂子 先生 

 内容 公開保育体験・保育園給食試食会 等 

 
４ 
 

 幼保小連携教育合同講演会 
 講師 北海道教育大学 教授 阿部 美穂子 先生 
 内容 幼保小連携教育について 

8月 4日（木） 
13:30～15:00 
いきいき元気館 

・希望者 
 
※子育て支援課と連携開催 

 
５ 
 

 ふるさと学習研修会 
 講師  博物館学芸員外 
 会場  氷見漁港、魚々座、氷見ラボ水族館、博物館等 

8月 9日（火） 
 7:00～12:00 
市内各会場 

・新採   
・今年度氷見市へ転入した教員 
・希望者（小3･4学年担任） 

 
６ 
 

 第２回生徒指導研修会 
 講師 西部教育事務所 主任生活指導主事 畑井俊信先生 
 内容 情報モラルとネットトラブルについて 

8月 9日（火） 
15:00～16:45 
教文４階ホール 

・生徒指導主事、情報担当 
・希望者 
 

 
７ 
 

 第３回生徒指導研修会 
 講師 愛媛大学 教授 平松 義樹 先生 
 演題 「教えること、育てること、そして、愛すること」 

8月23日（火） 
 9:30～11:45 
教文４階ホール 

・各校1/3程度の教員 
(生徒指導主事、養護教諭を      

含む) 

 
８ 
 

 外国語活動研修会 
 講師 西部教育事務所 指導主事 豊原 正貴 先生 
 内容 外国語活動における課題と具体的な取組について 

8月24日（水） 
14:30～16:45 
教文４階ホール 

・外国語活動担当 
・中学校英語科教員各校1名 
・希望者 

 
９ 
 

 第２回教育セミナー(兼 第3回学力向上研修会) 
講師 國學院大學 教授 杉田  洋 先生 

 演題 「アクティブ・ラーニングと学級づくり」 

8月29日（月） 
10:15～12:00 
教文４階ホール 

・各校1/2程度の教員 
 (学力向上推進委員を含む) 
 

              若手教員の指導力向上を目指し、児童生徒理解や指導方法等につ

いて学び合い、ネットワークを構築する機会とします。 
研 修 会    名・内 容・講 師  等 実 施 日 等 対象者・備考 

 
 
１ 
 

 

 テーマ 授業づくり 
 授業者 氷見市立比美乃江小学校 教諭 越前 雄介 先生 
 内 容  小学校３年算数科「わり算のしかたを考えよう」 
 講 師 上 越 教 育 大 学 教授 瀬戸  健  先生 
 演 題 「関わりのある授業づくりと学力保障」  

６月 28 日（火） 
13:45～16:45 
比美乃江小 
 
 

・小学校 
※氷見市教育総合
センター第２回学
力向上研修会と兼
ねる 

 
２ 
 

 テーマ カウンセリング 
 講 師 氷見市教育総合センター 所長 光安 淳子 先生 
 演 題  「子供・保護者とつながるカウンセリングの理論と実践」 

７月１日（金） 
17:30～19:00 
教文第一会議室 

・小中学校 
  
 

 
３ 
 

 テーマ 学級づくり 
 講 師 氷見市立朝日丘小学校 教諭 山崎 里美 先生 
 内 容 一人一人が輝く学級づくりの理論と実践 

８月８日（月） 
17:00～18:30 
教文第一会議室 

・小学校 
 
※終了後、懇親会 

 
４ 
 
 

 テーマ 生徒指導 
 講 師 氷見市立西條中学校 教頭 櫻打 佳浩 先生 
 内 容 生徒指導の機能を生かした集団づくりの理論と実践 
     ～生徒が輝く学級運営・部活動運営を目指して～ 

８月 10 日（水） 
17:00～18:30 
教文第一会議室 
 

・中学校 
 
 
※終了後、懇親会 

 
 
５ 
 

 テーマ 特別活動 
 講 師  氷見市立窪小学校 教頭 平井 尚久 先生 
 内 容  望ましい集団活動の在り方について 
     ～特別活動の理論と実践～ 

９月 27 日（火） 
17:30～19:00 
教文第一会議室 
 

・小学校 
 
 
 

 
 
６ 
 
 

 テーマ 特別支援教育 
 講 師  氷見市小中学校派遣スクールカウンセラー 
     氷見市スクールソーシャルワーカー 等 
 内 容  特別な支援を必要とする児童理解の理論と実践 
     ～チームによる支援の在り方 事例研究を通して～ 

11 月 22 日（火） 
17:30～19:00 
教文第一会議室 
 
 

・小学校 
 
 
 
 

＜本研修会の参加を希望する教員（原則８年次まで）は、６月 22 日(水)までにＦＡＸ送信票（6/9
送付済）を教育総合センターに送信してください。＞ 

 

夏季研修会のお知らせ 

若手研修会について 


